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（５）２００１．６．１

１６
ミ
リ
映
写
機

操

作

講

習

会

１６
ミ
リ
映
写
機
操
作
の
基
本
技

術
・
知
識
を
習
得
し
ま
す
。
修
了

す
る
と
公
立
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
か
ら
無
料
で
フ
ィ
ル
ム
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
対
象

１６
歳
以
上
の
方
で
、
両

日
と
も
参
加
で
き
る
方

○
期
日

６
月
３０
日
（
土
）、
７

月
１
日
（
日
）

○
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
会
場

森
野
分
庁
舎
４
階
会
議

室○
定
員

１６
人
（
市
民
優
先
の
う

え
抽
選
）

○
費
用

８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
ほ
か
）

○
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月
１５
日

ま
で
（
必
着
）
に
、
社
会
教
育
課

（
〒
１９４
―
０
０
２
２
、
森
野
１
―

３３
―
１０
、
森
野
分
庁
舎
内
、
�
７

２
４
・
２
１
８
１
）
へ
。

高
齢
者
の
方
に

入

浴

券

を

交

付

し

ま

す

市
で
は
、
次
に
該
当
す
る
高
齢

者
の
方
に
�
お
風
呂
屋
さ
ん
�
の

入
浴
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
６
月
１
日
以
降
に
印
鑑

を
持
っ
て
高
齢
者
福
祉
課
で
申
請

を
し
て
下
さ
い
。
入
浴
券
は
対
象

要
件
を
確
認
の
う
え
配
付
し
ま

す
。

○
対
象

７０
歳
以
上
の
、
ひ
と
り

暮
ら
し
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯（
世

帯
全
員
が
６５
歳
以
上
）
の
方
で
、

お
風
呂
が
な
い
、
も
し
く
は
介
護

保
険
法
の
要
支
援
・
要
介
護
１
〜

３
の
認
定
を
受
け
た
方

○
交
付
枚
数

１
か
月
１０
枚

�問
高
齢
者
福
祉
課
�
７
２
４
・
２

１
４
１

小
・
中
学
校
教
科
用
図
書

展

示

会

今
年
度
は
２
０
０
２
年
度
使
用

小
・
中
学
校
の
教
科
用
図
書
の
採

択
の
年
で
す
。
適
正
な
採
択
が
行

わ
れ
る
よ
う
教
科
用
図
書
の
展
示

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
期
間

特
別
展
示
�
６
月
８
日

（
金
）
〜
２１
日
（
木
）、
法
定
展

示
�
６
月
２２
日
（
金
）
〜
７
月
１１

日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

○
時
間

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時

○
会
場

町
田
市
教
育
研
究
所

（
本
町
田
２
０
３
２
、
原
小
学
校

内
）

�問
教
育
委
員
会
指
導
課
�
７
２
４

・
２
１
７
８

選
挙
人
名
簿

ご

覧

下

さ

い

選
挙
人
名
簿
（
定
時
登
録
）
を

ご
覧（
縦
覧
）い
た
だ
け
ま
す
。
今

回
の
定
時
登
録
で
新
た
に
登
録
さ

れ
る
の
は
、
昭
和
５６
年
６
月
２
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
１３

年
３
月
１
日
ま
で
に
転
入
届
け
を

し
、
引
き
続
き
平
成
１３
年
６
月
１

日
ま
で
町
田
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

※
定
時
登
録
と
は
毎
年
３
月
、
６

月
、
９
月
、
１２
月
（
登
録
月
）
の

１
日
を
基
準
と
し
て
２
日
に
登
録

す
る
も
の
で
す
。

○
縦
覧
期
間

６
月
３
日
（
日
）

〜
７
日
（
木
）

○
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時

○
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
森
野
分
庁
舎
２
階
）

�問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
７

２
４
・
２
１
６
８

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

補
助
金
を
交
付

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
や
地
下

水
の
汚
染
、
悪
臭
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
水
洗
便

所
の
排
水
だ
け
で
は
な
く
台
所
、

ふ
ろ
、
洗
濯
等
の
排
水
も
浄
化
す

る
た
め
、
河
川
の
浄
化
、
住
環
境

の
改
善
の
有
効
な
手
段
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
補
助
対
象
地
域
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

（
建
売
住
宅
の
場
合
は
購
入
者
）

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
地
域
は
、
下
水
道
事

業
計
画
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い

相
原
町
、
小
山
町
の
各
一
部
区
域

と
市
内
の
市
街
化
調
整
区
域
で
、

補
助
金
額
は
、
人
槽
（
浄
化
槽
の

大
き
さ
）×
１２
万
円
で
す
。
な
お
、

補
助
対
象
は
、
５
〜
５０
人
槽
ま
で

の
専
用
住
宅
（
居
住
部
分
が
半
分

以
上
を
占
め
る
店
舗
併
用
住
宅
も

含
む
）
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
の
申
請
は
必
ず
工
事
を

始
め
る
前
に
行
っ
て
下
さ
い
。

�問
環
境
保
全
課
�
７
２
２
・
２
７

５
２

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

６

月

の

催

し

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
み
ん
な
で
作
ろ
う
�
工
作
ば
ん

ば
ん
】

○
対
象

乳
幼
児
と
そ
の
親
、
１８

歳
ま
で
の
方

○
日
時
・
内
容

６
月
６
日（
水
）

�
へ
ん
し
ん
ブ
ー
メ
ラ
ン
、
１３
日

（
水
）
�
パ
ズ
ル
、
２０
日
（
水
）

�
パ
ッ
ク
で
扇
子

○
時
間

午
後
３
時
〜
４
時

【
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
�
ぴ
っ
こ

ろ
タ
イ
ム
】

○
対
象

乳
幼
児
と
そ
の
親

○
日
時
・
内
容

毎
週
木
曜
日
午

前
１１
時
〜
１１
時
３０
分
、
親
子
体
操

・
手
遊
び
等
。
月
初
め
に
誕
生
会

【
お
は
な
し
な
ぁ
に
】

毎
月
１０
日
と
２０
日
（
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
の
午
後
４
時
３０
分
〜

５
時
に
簡
単
な
お
話
、
紙
芝
居
な

ど
を
行
い
ま
す
。
今
月
は
１１
日

（
月
）
と
２０
日
（
水
）
で
す
。

【
う
き
う
き
サ
タ
デ
ー
ズ
】

今
月
は
ひ
と
り
ず
つ
材
料
を
も

ち
よ
っ
て
「
フ
リ
フ
リ
バ
タ
ー
」

を
作
り
ま
す
。

○
対
象

小
学
生
以
上

○
日
時

６
月
１６
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時

○
持
ち
物

牛
乳
５０
㏄
、
生
ク
リ

ー
ム
１２０
㏄

�問
南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
�
７
３

９
・
６
７
９
１

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

ア
ウ
ト
ド
ア
入
門

く
ん薫

製
な
ど
の
野
外
料
理
に
挑
戦

し
ま
す
。
カ
レ
ー
や
焼
き
そ
ば
以

外
の
野
外
料
理
を
覚
え
る
と
、
よ

り
一
層
キ
ャ
ン
プ
が
楽
し
め
ま

す
。

○
対
象

家
族
（
親
子
）

○
日
時

６
月
１７
日
（
日
）
午
前

１０
時
〜
午
後
２
時

○
会
場

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ

ー○
定
員

４０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
持
ち
物

軍
手
、
タ
オ
ル

○
費
用

１
人
８
０
０
円
（
当
日

徴
収
）

○
申
し
込
み

電
話
で
大
地
沢
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
�
７
８
２
・
３

８
０
０
）
へ
。

※
送
迎
バ
ス
が
午
前
９
時
２０
分
に

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
を
出
発
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
町
田

市
実
施
委
員
会
で
は
、
運
動
の
一

環
と
し
て
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
で
作
家
の
山
田
パ
ン
ダ
さ
ん
を

お
招
き
し
て
講
演
と
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
若
い
世
代
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
家
庭
、
学
校
、地

域
の
連
帯
感
を
強
め
、市
民
一
人

ひ
と
り
の
交
流
を
深
め
る
機
会
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

○
日
時

７
月
１２
日
（
木
）
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
４５
分

○
会
場

市
民
ホ
ー
ル

○
定
員

８
０
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
参
加

希
望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
入
場
希
望
人
数
（
１
枚
３

人
ま
で
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月
２９
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

福
祉
総
務
課（
〒
１９４
―
８
５
２
０
、

中
町
１
―
２０
―
２３
、
�
７
２
４
・

２
５
３
７
）
へ
。

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
必
ず
住
所

・
氏
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

※
車
い
す
使
用
者
等
、
介
助
者
が

付
き
添
う
場
合
は
、
介
助
者
の
人

数
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

※
講
演
会
は
、
手
話
通
訳
及
び
字

幕
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

山
田
パ
ン
ダ
（
音
楽
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
・
作
家
）
�
本
名
・
山
田

嗣
人
。
昭
和
２１
年
、
福
岡
県
生
ま

れ
。
明
治
大
学
工
学
部
工
業
化
学

科
卒
業
。フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ「
か

ぐ
や
姫
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

躍
。
ソ
ロ
シ
ン
ガ
ー
、
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
経
て
、
平
成
５
年

６
月
、
保
育
園
で
の
保
父
体
験
を

ベ
ー
ス
に
書
き
下
ろ
し
た
「
山
田

パ
ン
ダ
の
保
父
し
て
み
た
ら
」
を

出
版
、
心
温
ま
る
パ
ン
ダ
流
子
育

て
論
を
展
開
し
、
各
方
面
か
ら
大

反
響
を
呼
ぶ
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、「
明
る

い
選
挙
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ポ
ス

タ
ー
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
対
象

小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生

○
画
材

自
由
（
紙
や
布
な
ど
絵

の
具
材
料
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
）

○
大
き
さ

画
用
紙
の
四
ツ
切

（
５
４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
）、
八

ツ
切
（
３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜
）

も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
大
き
さ

○
応
募

作
品
の
裏
右
下
に
都
道

府
県
名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
を
記
入
し
、
９
月

７
日
（
金
）
ま
で
に
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局（
森
野
分
庁
舎
２
階
、

�
７
２
４
・
２
１
６
８
）
へ
。

※
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却

し
ま
せ
ん
。

※
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側

に
属
す
る
も
の
と
し
、
啓
発
紙
等

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
立
図
書
館

休
館
し
ま
す

市
立
図
書
館
（
中
央
・
さ

る
び
あ
・
鶴
川
・
金
森
・
木

曽
山
崎
・
堺
の
各
図
書
館
）

で
は
、
６
月
１４
日
（
木
）
か

ら
２８
日
（
木
）
ま
で
の
間
、

所
蔵
資
料
の
点
検
を
行
う
た

め
休
館
し
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
休
館
中
、
書
籍
の
返
却
は

返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
下
さ

い
。
た
だ
し
、
Ａ
Ｖ
資
料
・

借
用
図
書
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
。

※
移
動
図
書
館
車
「
そ
よ
か

ぜ
号
」
は
運
行
し
ま
す
。

�問
中
央
図
書
館
�
７
２
８
・

８
２
２
０

国
民
年
金
保
険
料

口

座

振

替

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実

施

中

�

６
月
２９
日
ま
で
市
役
所
で
国
民

年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
に
口
座
振
替
（
自
動
払

込
）
を
申
し
込
ま
れ
た
方
全
員
に

も
れ
な
く
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

年
金
課
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

の
申
し
込
み
の
場
合
は
、
そ
の
場

で
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

金
融
機
関
、
ま
た
は
郵
送
で
の

申
し
込
み
の
場
合
は
後
日
「
口
座

振
替
（
自
動
払
込
）
開
始
通
知
書
」

に
同
封
し
て
記
念
品
引
換
券
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
市
役
所
年
金

課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
記

念
品
と
交
換
し
て
下
さ
い
。

来

年

度

か

ら

口
座
振
替
業
務

が

市
か
ら
国（
社
会
保
険
庁
）

へ

移

り

ま

す

法
律
改
正
に
伴
い
平
成
１４
年
４

月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
か
ら
、

国
（
社
会
保
険
庁
）
が
直
接
収
納

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
の
う
ち
、
来
年
度
以
降
も

口
座
振
替
予
定
の
方
に
つ
い
て
、

国
に
口
座
情
報
の
引
き
継
ぎ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

引
き
継
ぐ
情
報
は
次
の
通
り
で

す
。

○
被
保
険
者
氏
名
・
生
年
月
日
・

基
礎
年
金
番
号
・
電
話
番
号
・
金

融
機
関
名
・
支
店
名
・
預
金
種
別

・
口
座
番
号
・
口
座
名
義
人
氏
名

・
納
付
方
法

年
金
指
導
員
が

伺
っ
て
い
ま
す

国
民
年
金
全
般
に
関
す
る
相
談

等
を
お
受
け
す
る
た
め
に
年
金
指

導
員
が
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
、
国
民
年
金
の
加
入

・
脱
退
手
続
き
や
口
座
振
替
（
自

動
払
込
）
の
申
し
込
み
、
免
除
の

申
請
等
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

�問
国
民
年
金
課
�
７
２
４
・
２
１

２
７

こ
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中
豪

雨
で
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
や
よ

う
壁
な
ど
が
崩
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
特
に
、
危
な
い
が
け
や
不
完

全
な
よ
う
壁
で
覆
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
家
で
は
、
崩
れ
た
場

合
大
き
な
被
害
を
受
け
る
ば
か
り

で
な
く
、
隣
接
す
る
方
々
の
生
命

や
財
産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

家
の
周
囲
の
安
全
を
確
か
め
、
危

な
い
石
積
み
や
土
留
は
補
強
し
、

雨
水
の
排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
し

て
安
全
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

す
で
に
関
係
機
関
か
ら
改
善
等

の
措
置
を
と
る
よ
う
に
勧
告
を
受

け
て
い
る
方
は
、
必
ず
補
強
、
改

良
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
下
さ

い
。
な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法

で
定
め
る
区
域
内
で
、
一
定
以
上

の
土
を
切
り
盛
り
し
た
り
、
よ
う

壁
な
ど
を
つ
く
っ
た
り
す
る
と
き

は
、
事
前
の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

【
住
宅
金
融
公
庫
の
貸
付
制
度
】

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
宅
地
造

成
等
規
制
法
に
よ
り
、
が
け
崩
れ

防
止
等
に
関
し
て
、
勧
告
、
改
善

命
令
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象

に
、
次
の
条
件
で
工
事
資
金
の
融

資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
付
額

宅
地
防
災
工
事
に
要

す
る
費
用
の
９０
％
以
内
（
最
高
で

１
０
３
０
万
円
）

○
利
息

年
２
・
５
５
％
（
平
成

１３
年
４
月
５
日
現
在
）

○
返
済
期
間

１５
年
以
内

�問
開
発
指
導
課
�
７
２
４
・
２
１

９
５

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー

募
集
し

て

い
ま
す

第
５１
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

記
念
講
演
会

未未来来ににつつななぐぐ
国国 民民 年年 金金

家家ののままわわりりのの
再再 点点 検検 をを

長雨や集中豪雨の時期です

「
こ
ど
も
達
の

元
気
な
社
会
」

環
境
維
新
地
球
に
や
さ
し
い
お
買
い
物
選
ん
で
使
お
う
エ
コ
製
品

山山
田田
パパ
ンン
ダダ
氏氏


